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変化対応⼒強化基幹システム更新 構想策定
変化対応⼒の強化が求められる基幹システム

実現性を⾼める為には

企業変⾰(DX)が求められる中、基幹システムもその企業変⾰に即座に対応できることが求められて
います。SAP基幹システムのHANA化更新のタイミングで、変化対応⼒強化を⽬指し、更なる標準化を
推進している企業が多いです。しかしながら、当初⽬的を⼗分の達成に⾄らないことや、プロジェクト期間
の延⻑やコスト超過が発⽣しています。

標準化阻害要因やプロジェクトのQCDへのインパクトが⾼い重要課題は、予め⽅針を⽴てることが
必要です。具体的には、プロジェクト開始前に、基幹システムだけでなくその周辺システム含めた業務
の機能配置が適正か、そもそもその業務は、基幹システムで構築すべきかなどの整理して、⽅針確定
することがプロジェクトの実現性(更なる標準化推進)を⾼めることができます。

Solution Overview: QUNIE エンタープライズソリューション

背景

Fit to Standard
アプローチのみの
プロジェクト開始

周辺システムとのI/Fだけでなく、
それ以外の多くの改修が必要

そもそもSAPに業務機能がない

ERPのコンセプトと異なる業務

プロジェクト開始後に発⽣する問題点

プロジェクト期間
の超過

プロジェクト
コストの超過

想定よりアドオン
開発が減らない

システム上の業務機能配置の適正

SAPに業務機能がない業務の扱い

ERPのコンセプトと異なる業務の是⾮判断

プロジェクト開始前に検討すべきこと

プロジェクトコ
ストや⼯期に

多⼤な
インパクトを与

える事象

標準化阻害
要因

変革 多い

変革 少ない

業務 固有 業務 汎用

常に競合他社や市場の動向を注視し、
⼀歩先を⾏く仕組みを
構築することが求められる領域

⾃社のプロセスや業務機能を
実現することが求められる領域

業界のデファクト(またはトレンド)と
同レベルの仕組みが求められる領域

世の中として確⽴された業務/システ
ムをそのまま活⽤する領域

業務機能配置の考え⽅例

⽅針を
⽴てる

プロ
ジェ
クト
開始
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変化対応⼒強化
基幹システムとして構築する業務かの判断や、周辺システムとの切り分けを事前
に検討して、基幹システムのサイロ化を防ぎ、変化対応⼒のあるものにします。

実効性のあるプロジェクト計画
検討した施策の実現性を判断し、可能性があるのかを判断した後、
計画のロードマップを作成します。(他社のプロジェクトでこれが不⼗分なものが
散⾒される)

標準化推進
Fit to Standardアプローチでは解決できない標準化阻害要因について、対策
を検討し確実に標準化を推進します。

Why QUNIE ?

基幹システムとしての在り⽅(標準化推進/変化対応⼒)を理解して実効性の⾼いプロジェクト計画
を作成できることがクニエの特⻑です。

変化対応⼒強化(標準化推進)構想策定
プロジェクト開始前に変化対応⼒強化(標準化推進)する構想策定を実施します。特に、標準化阻害
要因を抽出し、その対策を事前に検討し、その施策の実現性を確認し活動計画を⽴て、プロジェクトの
標準化の可能性を⾼めると同時に、プロジェクトの実効性を確保します。

変化対応⼒強化(標準化推進)構想策定

標準化阻害要因の抽出 標準化に向けた
将来デザイン作成 活動計画 プロジェクト開始準備

Ø アドオンから、アドオンの傾向
と標準化阻害要因を抽出

Ø 現⾏抱えている主要なIT/
業務課題を抽出

Ø 課題の重要度を整理

Ø 各施策を効果・緊急度から
優先度を設定

Ø 施策の実現性の確認
Ø 体制やロードマップを策定

Ø 第⼀フェーズについてプロジェ
クト化し、RFPの作成・評価
基準の整備

Ø ベンダー選定実施

Ø 経営の中期計画やITの⽅
針の確認

Ø 現状分析から抽出した課題
と将来の⽅向性から、課題
解決の⽅向性を検討

Ø 課題解決の⽅向性から
ERPの⽅針を定義する(範
囲や条件など)

変化対応⼒強化/
標準化推進 プロジェクト実効性調和


